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◆一般質問　３人の議員が登壇

◆委員会レポート
◆ 請願・陳情とは？
◆ 9 月定例会開催予定

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

2
4
6

13
15
16

ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
発行日／令和 2年 8月 31 日

第 53 号

絵本を読む子どもたちの様子

ろっかしょ

　　議会だより

村民図書館による「夏の出張お話会」の様子　
　　　　　　　　　　　なかよし塾にて　（７月２９日撮影）
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6月定例会のあらまし
　

令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
の
本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
、
提
案
理
由
に
先
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
が
長
期
化
す
る
中
で
、

日
頃
か
ら
徹
底
し
た
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
村
内
の
医
療
機

関
や
介
護
・
福
祉
施
設
等
で
働
く
関
係
者
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
手
作
り
の
布
製
マ
ス
ク
約
６
千
枚
を
製
作
し
て
い
た
だ
い
た

村
内
の
各
団
体
に
対
し
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
の
９
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ

め
と
す
る
議
案
36
件
、
承
認
15
件
、
報
告
10
件
の
ほ
か
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
人
事
案

件
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、「
役

場
庁
舎
駐
車
場
の
通
路
に
つ
い
て
」、「
六
ヶ
所
村
学
生
等
支
援
給

付
金
給
付
事
業
の
範
囲
の
拡
大
に
関
し
て
」、「
原
子
力
災
害
時
の

避
難
計
画
等
に
つ
い
て
」
な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。　

　

そ
の
他
、
本
定
例
会
に
提
出
し
た
陳
情
・
請
願
に
つ
い
て
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経
済
対
策
及
び
経
営
支
援
に

関
す
る
緊
急
要
望
に
つ
い
て
」
は
要
望
項
目
の
一
部
に
つ
い
て
を

採
択
、「
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を

求
め
る
陳
情
」
他
１
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
し
、「
農
業
経
営

効
率
化
及
び
健
康
保
持
の
た
め
に
土
壌
消
毒
時
に
使
用
す
る
マ
ル

チ
購
入
費
の
助
成
方
に
つ
い
て
」
の
請
願
は
採
択
と
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の

「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令 和 2 年 6 月 定 例 会令 和 2 年 6 月 定 例 会

千歳平小学校イメージパース（令和３年度末に完成予定）

※１　収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと
※２　資本的支出…固定資産の価値を高めるもしくは耐久性を増すために必要となる支出のこと

千歳平小学校
建設工事に着手 !!

契約案件議決14件
総額　約32億 8,200万円

補
正
予
算
の
内
容

　

令
和
２
年
度
六
ヶ
所
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

補
正
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
改
定
に
伴
う
工
事

請
負
費
等
の
追
加
、
総
務
費
に
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
助
成
金
を
、
教
育
費
に
３
月
２
日
か
ら
春
休
み

ま
で
の
村
内
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
期
間
中
に
お
い
て
、

発
注
済
み
の
給
食
用
物
資
に
対
す
る
補
償
金
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
諸
収
入
に
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
助
成
金
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
と
し
て
実
施
し
た
臨
時
休
業
期
間
中
の
食
材

費
に
係
る
補
償
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
学
校
臨
時
休

業
対
策
費
補
助
金
を
新
規
に
計
上
し
、
補
正
予
算
に
よ

り
不
足
す
る
財
源
は
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
，
３
７
１
万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
１
６
３
億
７
，
０
１
７
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
六
ヶ
所
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
２
つ
の
特
別
会
計
と
４
つ
の

公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被

保
険
者
等
に
対
し
て
支
給
す
る
傷
病
手
当
金
等
を
計
上

し
ま
し
た
。

6月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後
一 般 会 計 16,403,888 △ 33,712 16,370,176
国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,067,000 8,065 1,075,065

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 108,000 3,358 111,358

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,185,000 △ 35 1,184,965

水 道 事 業 会 計 ※ 1 295,555 397 295,952
水 道 事 業 会 計 ※ 2 100,537 74,139 174,676
農業集落排水事業会計※１ 95,770 2,304 98,074
農業集落排水事業会計※２ 49,357 2,387 51,744
下 水 道 事 業 会 計 ※ １ 771,922 1,931 773,853
工業用水道事業会計※１ 31,298 115 31,413
合 　 　 　 　 　 　 計 20,108,327 58,949 20,167,276
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６月定例会における議案審議結果

議 案 審 議 議 案 審 議

補 正 予 算・ 条 例・ 契 約 案 件 等

人 事 案 件（ ６ 月 １ ２ 日 審 議 ）

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

承認第１号 令和元年度六ヶ所村一般会計補正予算（第６号）の専決について

承認

6月11日

承認第２号 令和元年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第５号）
の専決について

承認第３号 令和元年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）の専決
について

承認第４号 令和元年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第
５号）の専決について

承認第５号 令和元年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第５号）
の専決について

承認第６号 令和元年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第５号）の専決について

承認第７号 令和元年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第５号）の専決に
ついて

承認第８号 令和元年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第５号）の専決について

承認第９号 令和元年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第４号）の専決に
ついて

承認第１０号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第１号）の専決について

承認第１１号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第２号）の専決について

承認第１２号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

承認第１３号 六ヶ所村税条例等の一部を改正する条例について

承認第１４号 六ヶ所村税条例の一部を改正する条例について

承認第１５号 村の義務に属する損害賠償額の決定及び和解について

議案第３６号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第３号）

原案可決

議案第３７号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第１号）

議案第３８号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算
（千歳平施設勘定第１号）

議案第３９号 令和２年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第１号）

議案第４０号 令和２年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第１号）

議案第４１号 令和２年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

議案第４２号 令和２年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第４３号 令和２年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第１号）

議案第４４号 六ヶ所村ごぼう貯蔵選別施設条例の制定について

議案第４５号 六ヶ所村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第４６号 六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第４７号 六ヶ所村介護保険条例の一部を改正する条例について

議案第４８号 六ヶ所村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について

議案第４９号 六ヶ所村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第５０号 六ヶ所村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決

6月11日

議案第５１号 六ヶ所村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

議案第５２号 六ヶ所村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

議案第５３号 人工魚礁設置工事請負契約の締結について

議案第５４号 尾駮沼護岸整備工事（１工区）請負契約の締結について

議案第５５号 千歳平４号線道路改良舗装工事（１工区）請負契約の締結について

議案第５６号 千歳平４号線道路改良舗装工事（２工区）請負契約の締結について

議案第５７号 酪農振興センター給水施設設置工事（機械設備）請負契約の締結に
ついて

議案第５８号 千歳平小学校校舎建設工事（建築）請負契約の締結について

議案第５９号 千歳平小学校校舎建設工事（電気設備）請負契約の締結について

議案第６０号 千歳平小学校校舎建設工事（機械設備）請負契約の締結について

議案第６１号 千歳平小学校屋内運動場建設工事（機械設備）請負契約の締結について

議案第６２号 千歳平小学校屋内運動場建設工事（建築）請負契約の締結について

議案第６３号 （仮称）泊こども園建設工事（建築）請負契約の締結について

議案第６４号 （仮称）泊こども園建設工事（機械設備）請負契約の締結について

議案第６５号 （仮称）泊こども園建設工事（電気設備）請負契約の締結について

議案第６６号 （仮称）泊こども園外構工事請負契約の締結について

議案第６７号 不動産の取得について

6月12日議案第６８号 北部上北広域事務組合規約の変更について

議案第６９号 公の施設の指定管理者の指定について（泊こども園）

議 案 番 号 候 　 補 　 者 議 案 番 号 候 　 補 　 者

同 意 第 １ 号 阿 部 成 子 氏 同 意 第 ８ 号 佐 藤 義 明 氏

同 意 第 ２ 号 五十嵐　泰　士　氏 同 意 第 ９ 号 滝　沢　　　武　氏

同 意 第 ３ 号 石久保　順　一　氏 同意第１０号 中 村 光 弘 氏

同 意 第 ４ 号 石久保　　　斉　氏 同意第１１号 成　澤　真紀夫　氏

同 意 第 ５ 号 大 森 敏 雄 氏 同意第１２号 橋　本　利喜雄　氏

同 意 第 ６ 号 岡 山 せ つ 氏 同意第１３号 林　　　清　憲　氏

同 意 第 ７ 号 久 保 政 廣 氏 同意第１４号 藤　谷　　　建　氏

◆諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦について
　𥱋田　信義（やなだ　のぶよし）氏を人権擁護委員候補者として適任である旨を村長に答申しました。
　（任期：令和２年１０月１日から令和５年９月３０日まで）

◆同意第１号から同意第１４号　農業委員会委員の任命について
　農業委員会委員１４名（下表参照）の任命について原案のとおり同意しました。
　（任期：令和２年 7月２０日から令和５年 7月１９日まで）
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考えますか。
一 般 質 問

役
場
庁
舎
駐
車
場
の

通
路
に
つ
い
て

【
問
】
役
場
庁
舎
駐
車
場

の
通
路
は
、
国
道
に
接

す
る
庁
舎
玄
関
前
と
屋

外
ト
イ
レ
前
並
び
に
北

側
の
多
目
的
広
場
前
が

あ
り
、
ま
た
、
村
道
に

接
す
る
通
路
は
公
用
車

車
庫
前
と
尾
駮
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
横
の
計
５
箇
所
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
尾
駮
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
横
の
通
路

は
、
車
両
の
通
行
の
際

に
駐
車
場
内
か
ら
見
る

と
視
認
性
が
悪
く
感
じ

ま
す
。
近
隣
の
住
民
な

ど
が
日
常
的
に
生
活
道

路
と
し
て
利
用
し
て
い

る
現
状
か
ら
、
車
両
に

よ
る
事
故
が
発
生
す
る

危
険
度
は
非
常
に
高
い

も
の
と
懸
念
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
通
路
は
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
発

生
時
に
は
、
役
場
へ
来

庁
さ
れ
て
い
る
方
等
が

避
難
場
所
へ
避
難
す
る

た
め
の
通
路
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
防
災

上
の
観
点
か
ら
も
避
難

し
や
す
い
通
路
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

 

➊
５
箇
所
の
国
道
及
び

村
道
に
接
す
る
通
路
の

出
入
口
は
、
側
溝
部
分

も
含
め
約
４
メ
ー
ト
ル

か
ら
５
メ
ー
ト
ル
の
幅

員
が
あ
る
も
の
の
、
災

害
発
生
時
等
の
混
雑
を

想
定
す
れ
ば
、
現
状
の

通
路
を
拡
幅
又
は
、
視

認
性
を
確
保
し
、
安
全

確
保
を
さ
ら
に
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

➋
庁
舎
北
側
の
多
目
的

広
場
の
車
両
の
出
入
口

は
、
東
側
国
道
へ
の
１

箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
西
側
に
は

川
が
あ
り
人
が
徒
歩
で

渡
れ
る
よ
う
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
敷
地
内
の
遊

具
施
設
の
利
用
者
を

フ
ェ
ン
ス
等
に
よ
り
安

全
確
保
を
図
り
つ
つ
、

西
側
に
つ
い
て
も
車
両

の
通
行
が
可
能
と
な
る

よ
う
通
路
を
新
た
に
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
の
役
場
庁
舎

は
昭
和
49
年
４
月
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部

５
階
建
て
で
完
成
、
供

用
開
始
さ
れ
、
昭
和
51

年
に
は
中
央
公
民
館
が

本
庁
舎
西
側
に
隣
接
し

て
完
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
庁
舎
の
増
改
築

と
駐
車
場
の
拡
大
を
図

り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
舎
北
側
の

多
目
的
広
場
は
、
旧
尾

駮
小
学
校
の
跡
地
を
利

用
し
、
庁
舎
の
付
属
施

設
と
し
て
平
成
26
年
度

に
多
目
的
広
場
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
整
備
及
び

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
利
便
性
や
安

全
性
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
尾
駮
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
横
の
村
道
尾
駮
中

央
１
号
線
か
ら
の
通
路

に
つ
い
て
は
、
当
初
は
、

駐
車
場
へ
の
進
入
路
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
、

一
般
車
両
の
通
行
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
も

の
の
、
村
民
か
ら
旧
尾

駮
診
療
所
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
利
用
し

た
い
旨
の
要
望
が
あ
り
、

敷
地
内
管
理
道
路
と
し

て
一
般
車
両
を
通
行
さ

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

駐
車
場
内
は
徐
行
を
原

則
と
し
、
車
両
が
交
差

す
る
場
所
に
は
停
止
線

を
設
け
、
交
通
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
・
ど
こ

で
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
大
規
模
災
害
へ
の

備
え
と
し
て
、
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
ま
で

の
初
動
対
応
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
認
識
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
自
治
会
等
を
中
心
と

し
た
自
主
防
災
組
織
の

設
立
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
各
種
訓
練
や
啓

蒙
活
動
等
を
通
じ
て
周

知
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

１
点
目
の
「
国
道
及

び
村
道
に
接
す
る
出
入

口
の
拡
幅
又
は
視
認
性

を
確
保
し
、
安
全
確
保

を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
」
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
５
箇

所
の
出
入
口
に
つ
き
ま

し
て
は
、
７
メ
ー
ト
ル

か
ら
８
メ
ー
ト
ル
の
幅

員
が
あ
り
、
車
両
の
往

来
に
は
十
分
な
幅
員
が

確
保
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
ま
す

し
か
し
な
が
ら
、
駐
車

場
の
出
口
や
そ
の
周
辺

に
は
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

視
認
性
確
保
の
た
め

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
内
の

車
路
は
徐
行
が
基
本
と

な
り
ま
す
の
で
、
徐
行

運
転
の
徹
底
を
図
る
た

め
の
対
策
を
講
じ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

２
点
目
の
「
庁
舎
北

側
多
目
的
広
場
の
車
両

出
入
口
を
、
同
広
場
西

側
に
も
新
た
に
整
備
す

る
考
え
は
な
い
か
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

同
施
設
の
利
用
者
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
広
場

内
に
設
置
し
て
い
る
遊

具
で
遊
ぶ
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

同
広
場
へ
の
出
入
口

を
施
設
西
側
に
設
け
、

子
ど
も
の
遊
び
場
で
あ

る
遊
具
周
辺
を
車
両
が

往
来
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
や
保
護
者
の
安
全

対
策
上
、
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
に
、
出
入

一 般 質 問

り
口
を
設
け
る
場
合
は
、

水
路
を
横
断
す
る
た
め

に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
の
埋
設
が
必
要
に
な

る
ほ
か
、
接
続
す
る
村

道
野
附
２
号
線
の
拡
幅

も
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
施
設
の
利

活
用
に
あ
わ
せ
、
必
要

性
が
生
じ
た
際
に
、
進

入
路
の
整
備
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま

し
て
も
、
役
場
へ
の
訪

問
者
や
多
目
的
広
場
利

用
者
に
対
す
る
安
全
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

万
全
を
期
し
て
参
り
ま

す
。小

・
中
学
生
の
イ
ー

ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
に

つ
い
て

【
問
】
世
界
的
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
国
内
で
は
２
月
27

日
の
安
部
内
閣
総
理
大

臣
に
よ
る
全
国
全
て
の

小
・
中
・
高
等
学
校
等

の
臨
時
休
校
の
要
請
や
、

４
月
７
日
の
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
に
よ
り
各

地
の
学
校
は
休
校
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
村
内
の
小
・

中
学
校
で
も
休
校
中
の

感
染
予
防
対
策
や
学
習

な
ど
に
つ
い
て
対
応
に

追
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
し
て
お
り
ま

す
。

　

教
育
情
報
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
が
在
宅
で
学

習
す
る
際
の
不
安
理
由

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

主
な
も
の
で
は
、「
自
主

的
に
取
り
組
め
る
か
」、

「
継
続
で
き
る
か
」、「
分

か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ

た
際
に
対
応
で
き
る
か
」

な
ど
と
言
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
小
学
生
の
保
護
者

が
就
労
等
で
日
中
不
在

の
家
庭
で
は
、
放
課
後

教
室
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
が
多
い
も
の
の
、
休

校
に
よ
る
学
力
の
低
下

を
危
惧
す
る
保
護
者
も

い
る
と
伺
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
的
緊
急

事
態
に
よ
る
休
校
や
、

夏
季
及
び
冬
季
休
校
の

期
間
等
に
お
い
て
、
子

供
た
ち
が
学
校
で
学
ぶ

こ
と
と
同
様
の
環
境
を

つ
く
る
た
め
の
新
た
な

学
習
形
態
を
構
築
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
思
慮
す
る
こ
と

か
ら
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

➊
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
学
習

は
、
小
学
校
５
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
が
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
４
年
生
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

➋
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

貸
し
出
し
て
、
自
宅
で

の
リ
モ
ー
ト
教
育
の
準

備
を
今
後
行
う
こ
と
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
。

➌
各
家
庭
に
よ
っ
て
は
、

Wi-

Fi
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

光
電
話
回
線
を
利
用
し

て
、
村
が
独
自
に
各
家

庭
へ
無
料
Wi-

Fi
を
設

置
し
、
村
民
全
体
の
利

便
性
を
向
上
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
。

➍
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

家
庭
学
習
サ
ー
ビ
ス
導

入
に
つ
い
て
、
学
校
か

ら
通
知
を
受
け
利
用
し

た
が
、
通
信
の
不
具
合

等
が
発
生
し
、
利
用
を

控
え
た
家
庭
も
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
不

具
合
を
解
消
す
る
た
め

の
改
善
が
図
ら
れ
た
か
。

【
答
】
先
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
国
か
ら
の
臨
時
休

業
の
要
請
や
緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
を
受
け
、

本
村
の
小
中
学
校
で
は

３
月
２
日
か
ら
３
月
26

日
ま
で
と
４
月
21
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
臨
時

休
業
の
措
置
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
臨

時
休
業
に
よ
る
学
習
進

度
の
遅
れ
は
あ
る
も
の

の
、
教
育
課
程
の
編
成

時
に
、
あ
る
程
度
の
時

間
的
な
ゆ
と
り
を
あ
ら

か
じ
め
と
っ
て
い
る
こ

と
や
、
学
校
行
事
の
見

直
し
、
日
課
表
の
変
更
、

長
期
休
業
中
の
出
校
日

の
設
定
な
ど
で
、
年
度

内
に
当
該
学
年
の
学
習

内
容
の
履
修
は
十
分
可

能
で
あ
る
と
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
、

第
２
波
、
第
３
波
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
で
更
に

臨
時
休
業
の
措
置
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、

対
応
が
困
難
に
な
り
学

力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、

今
後
の
臨
時
休
業
へ
の

措
置
と
し
て
、
双
方
向

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
環
境
と
し

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
よ
る
学
習
支
援
の
検

討
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
、
小
学
校
５

年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
に

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
環
境
が
整
備
さ
れ
、

日
々
の
教
育
に
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
４

年
生
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
整
備
は
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
既
に
整
備

さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

の
使
用
頻
度
が　

不
足

分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
整
備
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
が
令
和
２

年
度
に
実
施
す
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
た
児
童

生
徒
１
人
１
台
端
末
の

整
備
事
業
」
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

２
点
目
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
貸
出
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
臨
時
休
業
の
措

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
場
合
を

見
据
え
、「
自
宅
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端

末
等
貸
与
申
請
書
」
等

附
田
　角
栄 

議
員

一 般 村長、どう 質 問
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従
前
よ
り
手
厚
い
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、六
ヶ

所
村
学
生
支
援
給
付
金

給
付
事
業
の
対
象
範
囲

を
高
校
生
へ
拡
大
す
る

こ
と
は
、
考
慮
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高

校
生
の
保
護
者
に
対
す

る
経
済
的
な
支
援
策
と

し
て
、
高
等
学
校
に
通

学
す
る
交
通
費
や
村
外

の
高
等
学
校
等
へ
通
う

生
徒
の
下
宿
費
は
、
家

計
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

高
校
生
を
持
つ
保
護
者

に
対
し
て
一
律
10
万
円

を
支
給
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

寺
下

　和
光 

議
員

の
整
備
を
行
い
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て

い
る
中
学
校
で
は
、
全

て
の
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

ド
リ
ル
を
導
入
し
、
通

信
環
境
の
な
い
家
庭
で

も
直
ぐ
に
活
用
で
き
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト

教
育
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ク
リ
ア
す
る
べ
き
課

題
は
あ
る
も
の
の
、
臨

時
休
業
時
に
双
方
向
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
選
定
し
、

現
在
各
校
で
利
便
性
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
本
村
で
は
、

地
域
の
情
報
格
差
を
是

正
す
る
た
め
、
地
域
情

報
基
盤
を
整
備
し
、
平

成
23
年
に
は
村
内
全
域

で
運
用
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
村
内
全

域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷

設
し
、
各
家
庭
で
テ
レ

ビ
の
視
聴
を
可
能
に
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時

等
の
村
か
ら
住
民
に
対

す
る
情
報
を
迅
速
か
つ

確
実
に
伝
達
す
る
た
め

に
、
テ
レ
ビ
電
話
を
設

置
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
村
内
全
域
に

光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す

る
こ
と
で
、
各
家
庭
へ

の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
の
実
現
が
身
近

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
青
森
県

内
の
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
率
が
約
15

パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、

本
村
で
は
約
40
パ
ー

セ
ン
ト
が
接
続
し
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

Wi-

Fi
機
器
を
導
入
し
、

利
用
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
Wi-

Fi
環
境
の

実
現
は
、
定
額
料
金
で

大
容
量
通
信
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
パ

ソ
コ
ン
等
の
購
入
と
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
契
約

に
よ
る
毎
月
６
千
円
程

度
の
費
用
負
担
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Wi-

Fi
環
境

が
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ス
等

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
強
化
等
が
必
要
に
な

る
こ
と
な
ど
も
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
光
電
話
回
線
を
利

用
し
て
、
村
が
Wi-

Fi

環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
適
当
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

４
点
目
、
小
学
校
の

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
家

庭
学
習
と
し
て
提
供
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル

で
、
家
庭
か
ら
ド
リ
ル

に
ロ
グ
イ
ン
が
で
き
な

い
不
具
合
が
あ
り
ま
し

た
。
原
因
は
、
設
定
時

の
学
校
ID
登
録
の
ミ
ス

に
よ
る
も
の
と
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
正
常
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
各
小
学
校
に

お
い
て
は
、本
タ
ブ
レ
ッ

ト
ド
リ
ル
を
授
業
や
家

庭
学
習
等
で
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

六
ヶ
所
村
学
生
支
援

給
付
金
給
付
事
業
の

範
囲
の
拡
大
に
関
し

て
【
問
】
本
年
２
月
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
世
界
各

地
で
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
本
村
に
お
け

る
対
策
と
し
て
、
小
規

模
事
業
者
へ
20
万
円
、

個
人
へ
５
万
円
の
給
付

を
行
う
等
の
支
援
政
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
は
同

県
他
市
町
村
を
見
渡
し

て
も
中
々
実
行
で
き
な

い
手
厚
い
支
援
で
あ
り
、

今
後
も
更
な
る
支
援
政

策
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
支
援
政
策
の
中

で
、
高
校
生
を
除
く
大

学
生
な
ど
を
対
象
と
し

て
20
万
円
を
支
援
す
る

と
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
前
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
で
全
国
の
大
学
生
の

20
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
が

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
打
ち

切
り
で
退
学
を
考
え
て

い
る
と
の
記
事
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
学
生
だ

け
で
は
な
く
、
私
立
に

通
う
高
校
生
や
遠
方
に

通
う
高
校
生
も
学
費
の

工
面
が
困
難
と
な
り
、

ま
た
保
護
者
の
雇
用
の

喪
失
や
所
得
の
減
少
と

い
っ
た
状
況
も
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
経
済
的
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
の
は
同

様
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

本
支
援
政
策
の
大
前

提
は
「
学
生
の
修
学
に

対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
」
な
の
だ
か
ら
、

全
日
制
・
定
時
制
・
通

信
制
を
問
わ
ず
に
「
本

村
出
身
の
全
高
校
生
」

を
対
象
と
し
て
い
な
け

れ
ば
、
そ
も
そ
も
の
大

前
提
の
体
を
成
さ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
本
村
民
を

対
象
と
し
た
六
ヶ
所
村

学
生
支
援
給
付
金
給
付

事
業
に
関
し
て
、
給
付

金
の
対
象
範
囲
を
本
村

出
身
の
全
高
校
生
に
拡

大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
る
大
学
生
等
の

学
業
継
続
に
関
す
る
不

安
に
つ
い
て
は
、
４
月

16
日
、
政
府
が
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
地
域
を

全
国
に
拡
大
し
た
こ
と

に
伴
う
休
業
や
廃
業
の

影
響
に
よ
り
、
ア
ル
バ

イ
ト
で
学
資
等
の
糧
と

し
て
い
た
大
学
生
の
20

パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
が

退
学
を
考
え
て
い
る
旨

の
報
道
が
な
さ
れ
た
こ

と
は
、
本
職
と
し
て
も

重
く
受
け
止
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
国
が
給
付

す
る
定
額
給
付
金
10
万

円
に
、
村
民
一
人
当
た

り
５
万
円
を
嵩
上
し
て

給
付
す
る
「
生
活
支
援

給
付
金
」
と
合
わ
せ
て
、

大
学
生
等
へ
の
支
援
と

し
て
、
学
生
等
一
人
に

対
し
て
、
一
律
20
万
円

を
支
給
す
る
「
学
生
支

援
給
付
金
給
付
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
と
お
り
高

校
生
は
「
学
生
支
援
給

付
金
給
付
事
業
」
の
対

象
と
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
高
校
生
に
は
、
村

外
の
高
等
学
校
等
に
通

学
す
る
た
め
、
本
村
か

ら
転
出
し
、
他
市
町
村

に
住
所
を
有
し
た
と
し

て
も
、
保
護
者
等
の
生

活
の
根
拠
が
本
村
に
あ

れ
ば
、
特
例
と
し
て
「
生

活
支
援
給
付
金
」
の
受

給
対
象
者
と
す
る
他
の

自
治
体
に
は
無
い
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会

で
は
、
高
校
生
の
保
護

者
に
対
す
る
経
済
的
な

支
援
策
と
し
て
、
村
内

か
ら
他
市
町
村
の
高
等

学
校
等
に
通
学
す
る
交

通
費
や
下
宿
代
に
対
し

て
生
徒
一
人
に
つ
き
、

月
額
７
千
円
を
正
規
の

修
学
期
間
で
あ
る
３
年

間
、
補
助
金
と
し
て
交

付
し
て
お
り
、
六
ヶ
所

高
校
に
通
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

在
学
期
間
中
の
通
学
バ

ス
料
金
の
３
分
の
２
に

相
当
す
る
料
金
を
助
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
国
に
お

い
て
は
公
立
、
私
立
に

関
わ
ら
ず
「
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
制
度
」

に
よ
り
実
質
、
授
業
料

の
無
償
化
が
行
わ
れ
て

い
る
ほ
か
、
村
の
躍
進
・

発
展
を
担
う
幅
広
い
人

材
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
高
校
へ
入

学
さ
れ
た
生
徒
に
対
し
、

一
人
、
５
万
円
の
入
学

祝
金
を
交
付
す
る
な
ど

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
様
々
な
施
策

を
講
じ
て
い
る
な
ど
、

原
子
力
災
害
時
の
避

難
計
画
等
に
つ
い
て

【
問
】
先
般
、
青
森
県
か

ら
、
村
で
作
成
す
る
避

難
計
画
に
対
し
こ
れ
を

支
援
す
る
た
め
、
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設（
以

下
「
サ
イ
ク
ル
施
設
」

と
い
う
。）
の
原
子
力
災

害
時
に
お
け
る
避
難
の

基
本
的
な
考
え
方
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ

イ
ク
ル
施
設
と
東
通
原

子
力
発
電
所
が
同
時
発

災
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
本
村
に
あ
る

サ
イ
ク
ル
施
設
の
原
子

力
災
害
対
策
重
点
区
域

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
は
、
東
通

原
子
力
発
電
所
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
場
合
は

東
通
原
子
力
発
電
所
に

係
る
避
難
計
画
（
広
域

避
難
）
に
準
ず
る
と
さ

れ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
住

民
が
避
難
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
全
面
緊
急
事

態
と
な
り
、
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
た
後
で
、

空
間
線
量
率
が
毎
時

５
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
超
を
観
測
し
た

地
区
は
避
難
、
毎
時
20

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

超
を
観
測
し
た
地
区
は

一
時
移
転
す
る
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
避
難
先
及

び
経
路
と
し
て
、
再
処

理
工
場
の
主
排
気
塔
か

ら
半
径
５
ｋ
ｍ
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
外
に
陸
路
を
南
下

す
る
経
路
を
基
本
と
す

る
と
さ
れ
、
原
則
、
国

道
３
３
８
号
・
村
道
（
鷹

架
～
平
沼
間
）
及
び
県

道
25
号
（
東
北
横
浜
線
）

を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、

使
用
で
き
な
い
場
合
は

代
替
え
ル
ー
ト
を
使
用

す
る
。
た
だ
し
、
サ
イ

ク
ル
施
設
近
傍
を
通
過

す
る
一
部
区
間
は
通
行

し
な
い
も
の
と
さ
れ
、

そ
の
際
の
移
動
手
段
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
及

び
自
家
用
車
を
利
用
出

来
な
い
住
民
は
バ
ス
、

他
の
住
民
は
自
家
用
車

を
基
本
と
し
、
避
難
先

は
村
内
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
学
校

等
教
育
機
関
に
お
け
る

防
護
措
置
、
原
子
力
災

害
医
療
対
策
と
し
て
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防

服
用
、
汚
染
検
査
・
簡

易
除
染
体
制
の
検
討
が

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
村
が
作
成
す

る
避
難
計
画
に
は
、
医

療
機
関
及
び
社
会
福
祉

施
設
等
が
作
成
す
る「
避

難
計
画
」
を
包
括
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ

れ
ら
と
の
整
合
性
は
勿

論
、
連
動
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
施

設
の
入
院
患
者
や
入
所

者
の
避
難
は
、
放
射
性

物
質
の
放
出
中
は
屋
内

退
避
、
放
出
が
落
ち
着

い
た
後
、
国
が
避
難
や

一
時
移
転
が
必
要
な
状

況
で
あ
る
か
判
断
し
、

避
難
等
を
行
う
場
合
は

避
難
途
中
で
避
難
退
域

時
検
査
を
受
け
、
放
射

性
物
質
に
よ
る
汚
染
が

国
が
定
め
る
除
染
を
行

う
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
避
難
先

施
設
は
災
害
時
に
避
難

経
路
も
併
せ
て
決
定
し
、

髙
田
　翔 

議
員

考えますか。一 般 村長、どう 質 問
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一 般 質 問一 般 質 問

避
難
手
段
は
、
両
施
設

が
保
有
す
る
車
両
や
バ

ス
、
福
祉
車
両
、
救
急

車
等
を
関
係
機
関
と
調

整
し
確
保
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
施
設

等
の
職
員
が
原
子
力
防

災
に
関
す
る
知
識
が
得

ら
れ
る
よ
う
研
修
会
等

の
実
施
に
配
慮
す
る
こ

と
も
記
載
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

県
が
策
定
し
た
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、

村
も
当
然
関
わ
っ
て
き

た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

➊
県
策
定
の
避
難
の
基

本
的
な
考
え
方
に
、
村

の
考
え
が
ど
の
程
度
、

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

➋
一
時
移
転
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
行

動
を
と
る
の
か
、
避
難

は
、
東
通
原
子
力
発
電

所
に
係
る
防
災
計
画
で

は
、
青
森
・
弘
前
市
等

へ
の
広
域
避
難
が
想
定

さ
れ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
が
、
サ
イ
ク
ル

施
設
の
場
合
は
あ
く
ま

で
も
村
内
へ
の
避
難
と

捉
え
て
良
い
か
。

➌
サ
イ
ク
ル
施
設
と
東

通
原
子
力
発
電
所
が

同
時
発
災
し
た
場
合

で
、
万
が
一
東
通
原
子

力
発
電
所
で
全
面
緊
急

事
態
と
な
っ
た
場
合
、

半
径
５
㎞
圏
内
の
方
々

の
避
難
経
路
が
、
国
道

３
３
８
号
を
本
村
方
面

に
南
下
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
れ
ば
、
サ
イ

ク
ル
施
設
も
ほ
ぼ
同
時

に
全
面
緊
急
事
態
と
な

り
、
そ
の
要
因
が
地
震

と
想
定
し
た
場
合
、
東

日
本
大
震
災
時
に
は
国

道
３
３
８
号
は
、
む
つ

小
川
原
港
か
ら
三
沢
市

ま
で
全
面
通
行
止
め
が

翌
日
ま
で
続
い
た
こ
と

か
ら
、
利
用
は
非
常
に

難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
住
民

の
被
ば
く
低
減
を
目
途

と
す
る
、
避
難
の
原
則

を
無
視
し
た
形
で
尾
駮

地
区
住
民
は
、
二
又
地

区
か
ら
県
道
25
号
を
経

由
す
る
こ
と
で
、
更
に

被
ば
く
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、村
道
（
吹

越
台
地
・
二
又
線
）
を

経
由
し
、
下
北
縦
貫
道

六
ヶ
所
イ
ン
タ
ー
か
県

道
25
号
を
横
浜
町
吹
越

方
面
に
向
か
い
、
国
道

２
７
９
号
を
利
用
し
、

千
歳
地
区
や
倉
内
地
区

に
入
る
ル
ー
ト
が
、
最

も
被
ば
く
低
減
に
繋
が

る
と
思
う
が
、「
原
則
と

し
て
」
と
は
あ
る
が
、

何
故
、
県
道
25
号
が
避

難
経
路
路
線
と
な
っ
た

の
か
。

➍

避

難

所

運

営

に

１
８
４
人
の
人
員
が
必

要
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
職
員
の
み
で
の
対

応
は
困
難
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
避
難
し
た

方
や
地
区
自
治
会
等
の

協
力
を
求
め
ざ
る
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か
、

そ
の
為
に
は
避
難
所
運

営
の
教
育
が
不
可
欠
と

考
え
る
こ
と
か
ら
職
員

へ
の
教
育
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
ヨ
ウ
素

剤
服
用
の
周
知
、
そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
防
護
を
図
る
た

め
に
、
避
難
所
で
世
帯

ご
と
に
仕
切
る
仕
切
版

の
購
入
等
を
含
め
原
子

力
防
災
資
機
材
の
整
備

拡
充
と
千
歳
地
区
へ
の

防
災
資
機
材
庫
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
如

何
か
。

➎
東
通
原
子
力
発
電
所

と
サ
イ
ク
ル
施
設
も
ほ

ぼ
同
時
に
全
面
緊
急
事

態

と

な

り
、

東

通

原

子
力
発
電
所
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
も
避
難
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
、
そ
の

要
因
が
大
地
震
と
想
定

し
た
時
に
、
日
本
海
溝

地
震
で
想
定
さ
れ
る
津

波
の
高
さ
は
、
本
村
で

も
10
数
メ
ー
ト
ル
と
予

想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
特
に
そ
れ
が
冬

期
間
で
あ
れ
ば
、
県
道

泊
陸
奥
横
浜
停
車
場
線

は

通

行

止

め
、

国

道

３
３
８
号
は
浸
水
や
流

出
で
使
用
出
来
な
い
こ

と
を
前
提
に
考
え
た
時

に
東
通
村
の
南
地
区
住

民
と
泊
地
区
の
約
３
，

２
０
０
人
余
り
の
方
々

は
、
何
処
に
ど
の
よ
う

な
経
路
で
避
難
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
一

般
質
問
で
も
泊
陸
奥
横

浜
停
車
場
線
の
ト
ン
ネ

ル
化
も
視
野
に
入
れ
た

道
路
整
備
の
必
要
性
を

主
張
し
て
来
ま
し
た
が
、

村
長　

の
答
弁
は
「
既

設
の
道
路
を
改
修
す
る

為
に
測
量
に
着
手
し
て

い
る
。」
と
の
こ
と
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。

　

青
森
県
か
ら
の
立
地

協
力
要
請
に
対
し
、
村

は
、
都
市
計
画
道
路
を

含
め
、「
村
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
る
為
に
、
道

路
、
河
川
改
修
等
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て
、

一
層
の
促
進
を
図
ら
れ

た
い
。」
旨
の
要
望
等
を

行
い
こ
れ
を
了
承
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
現

状
は
、
一
部
改
修
整
備

さ
れ
た
も
の
の
他
市
町

村
と
比
較
し
て
も
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
、遅
々

と
し
て
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
の
２
月
に
、
議

会
と
と
も
に
青
森
県
に

要
望
を
行
っ
た
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
も
の
の

青
森
県
の
計
画
路
線
で

あ
る
都
市
計
画
道
路
３
・

３
・
１
号
、
横
浜
六
ヶ
所

線
の
直
線
化
、
そ
し
て

東
通
村
民
の
避
難
も
容

易
と
な
る
泊
陸
奥
横
浜

停
車
場
線
の
ト
ン
ネ
ル

化
、
国
道
３
３
８
号
の

高
台
へ
の
移
転
等
に
つ

い
て
、
国
及
び
青
森
県

に
対
し
、
強
く
申
し
入

れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
如
何
か
。

➏
サ
イ
ク
ル
施
設
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
で
、
主
排
気
塔

か
ら
直
線
距
離
で
約
２
．

１
㎞
に
あ
り
、
災
害
発

生
時
に
は
、
火
災
・
救

急
を
含
め
住
民
避
難
・

誘
導
等
の
業
務
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

六
ヶ
所
消
防
署
は
、
避

難
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
を
想
定
す
れ
ば
、
本

来
の
業
務
も
含
め
、
消

防
機
能
を
喪
失
し
て
し

ま
う
事
態
と
な
る
と
思

う
が
、
六
ヶ
所
消
防
署

の
移
転
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

➐
再
処
理
工
場
に
つ
い

て

は
、

原

子

力

規

制

委
員
会
に
お
い
て
６

年
余
り
に
わ
た
る
安

全
審
査
を
経
て
、
新
規

制
基
準
に
適
合
す
る
審

査
書
案
が
了
承
さ
れ
、

２
０
２
１
年
上
期
の
竣

工
も
視
野
に
入
れ
た
時

に
、
避
難
計
画
策
定
の

目
途
は
い
つ
か
。

【
答
】
１
点
目
、
避
難
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
は

県
に
お
い
て
「
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
対
象

原
子
力
災
害
避
難
対
策

検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、

委
員
構
成
と
い
た
し
ま

し
て
は
青
森
県
危
機
管

理
局
、
県
土
整
備
部
、

健
康
福
祉
部
、
警
察
本

部
の
各
関
係
部
署
、
県

医
師
会
、
六
ヶ
所
原
子

力
規
制
事
務
所
防
災
専

門
官
、
本
村
か
ら
は
原

子
力
対
策
課
長
が
委
員

と
し
て
会
議
へ
出
席
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
か
ら

３
月
ま
で
に
２
回
の
会

議
と
意
見
照
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

村
か
ら
は
、
東
通
原

子
力
発
電
所
と
の
同
時

発
災
も
考
慮
し
、
村
内

南
側
へ
の
避
難
を
基
本

と
す
る
こ
と
や
、
避
難

所
に
つ
い
て
平
沼
、
倉

内
、
千
歳
平
地
区
の
各

公
共
施
設
と
す
る
こ
と

な
ど
を
意
見
と
し
て
示

し
、
避
難
経
路
に
つ
い

て
は
、
県
が
示
す
経
路

に
加
え
、
他
の
経
路
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
べ

き
と
強
く
意
見
を
示
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
村
が
策
定
す

る
避
難
計
画
に
お
い
て
、

具
体
的
な
代
替
ル
ー
ト

を
定
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
旨
の
意
見
集
約
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
全
面
緊
急

事
態
と
な
り
、
施
設
か

ら
放
射
性
物
質
が
放

出

さ

れ

た

後

で
、

空

間
放
射
線
量
率
が
毎
時

５
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
に
上
昇
し

た
場
合
に
は
数
時
間
以

内
に
区
域
を
特
定
し「
避

難
」
、
毎
時
20
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
に
上

昇
し
た
場
合
に
は
１
日

以
内
を
目
途
に
区
域
を

特
定
し
、
１
週
間
程
度

以
内
に
「
一
時
移
転
」

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行

動
自
体
に
は
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
村

が
策
定
す
る
避
難
計
画

は
速
や
か
な
避
難
行
動

を
促
す
よ
う
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　

な
お
、
内
閣
府
に
お

け
る
「
一
時
移
転
」
の

定
義
は
、
住
民
等
が
一

定
量
以
上
の
被
ば
く
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
の
防
護
措
置
と
さ

れ
、
放
射
性
物
質
等
の

放
出
源
か
ら
離
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
被
ば
く
の

低
減
を
図
る
も
の
で
あ

り
、
緊
急
時
の
空
間
放

射
線
量
率
が
、
低
い
地

域
で
、
日
常
生
活
を
継

続
し
た
場
合
の
無
用
の

被
ば
く
を
低
減
し
、
一

定
期
間
の
う
ち
に
当
該

地
域
を
離
れ
る
た
め
に

実
施
す
る
も
の
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
先
に
つ

い
て
は
村
内
避
難
を
原

則
と
し
て
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

３
点
目
、
県
が
示
す

「
基
本
的
考
え
方
」
に

お
け
る
原
子
力
災
害
を

想
定
し
た
避
難
経
路
の

検
討
で
は
、
二
又
、
第

三

二

又
、

第

四

雲

雀

平
、
富
ノ
沢
の
各
地
区

は
県
道
24
号
横
浜
六
ヶ

所
線
を
経
由
し
て
国
道

３
３
８
号
を
南
下
し
、

尾
駮
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
、
尾
駮
浜
、
野
附
、

老
部
川
の
各
地
区
は
最

寄
り
の
村
道
等
を
経
由

し
て
国
道
３
３
８
号
を

南
下
、
弥
栄
平
、
室
ノ

久
保
、
戸
鎖
地
区
は
県

道
25
号
東
北
横
浜
線
を

経
由
し
て
南
方
面
へ
避

難
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

避
難
経
路
に
つ
い
て

は
、
被
ば
く
を
最
小
限

に
抑
え
る
な
ど
の
観
点

か
ら
、
避
難
時
間
が
可

能
な
限
り
短
く
な
る
よ

う
経
路
を
選
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
青
森
県
に

お
け
る
基
本
的
な
考
え

方
に
お
い
て
は
、
国
道

３
３
８
号
及
び
県
道
24

号
並
び
に
県
道
25
号
が

安
全
に
使
用
で
き
る
場

合
は
、
こ
の
経
路
を
使

用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
、
自
ら
が
管
理
す
る

主
要
な
道
路
を
示
し
た

も
の
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
災
害

時
に
お
い
て
は
、
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等

を
踏
ま
え
た
上
で
避
難

経
路
が
選
定
さ
れ
ま
す

が
、
村
が
定
め
る
避
難

計
画
に
お
い
て
は
、
例

え
ば
二
又
地
区
の
西
側

へ
の
避
難
等
も
含
め
て
、

地
震
、
津
波
等
の
複
合

的
災
害
も
視
野
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

４
点
目
、
基
本
的
考

え
方
で
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
避
難
所
運

営
要
員
と
し
て
１
８
４

名
が
必
要
と
試
算
さ
れ
、

仮
に
交
代
制
に
よ
り
運

営
を
行
う
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
試
算
の
２
倍
以

上
の
人
員
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

不
足
の
要
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
青
森
県
市

町
村
相
互
応
援
協
定
」

に
基
づ
き
県
を
通
じ
て

県
内
各
市
町
村
へ
応
援

要
請
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
な
お
更
に
要

員
が
必
要
で
あ
れ
ば
県

よ
り
「
全
国
都
道
府
県

に
お
け
る
災
害
時
等
の

広
域
応
援
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
県
外

へ
の
応
援
要
員
を
要
請

す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
村
に
お
い
て

は
平
成
30
年
に
茨
城
県

那
珂
市
と
締
結
し
た「
災

害
時
応
援
協
定
」
に
基

づ
き
、
要
員
や
物
資
の

支
援
を
要
請
い
た
し
ま

す
。　

　

さ
ら
に
基
本
的
考
え

方
で
示
す
と
お
り
、
避

難
者
の
方
々
に
も
早
期

に
ご
協
力
を
頂
く
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
と
の

関
わ
り
も
深
い
、
自
主

防
災
組
織
の
方
々
や
自

治
会
員
の
方
々
か
ら
の

ご
協
力
を
頂
け
る
よ
う
、

避
難
所
運
営
に
係
る
説

明
会
や
訓
練
等
を
通
じ

て
、
有
事
の
際
に
対
応

が
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考えますか。一 般 村長、どう 質 問
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一 般 質 問

考
え
ま
す
。

　

防
災
資
機
材
庫
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
尾
駮
地

区
防
災
資
機
材
庫
が
完

成
し
、
自
然
災
害
用
備

蓄
品
と
し
て
非
常
食
・

飲
料
水
３
日
分
を
目
途

に
備
蓄
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
原
子
力
災

害
時
に
予
防
的
措
置
と

し
て
使
用
す
る
安
定
ヨ

ウ
素
剤
に
つ
い
て
は
、

ゼ
リ
ー
剤
が
４
５
０
包
、

丸
剤
は
２
万
錠
を
備
蓄

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
を
行
う

南
地
区
方
面
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
災
害
を
は

じ
め
、
自
然
災
害
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
必
要
な

資
機
材
を
備
蓄
す
る
倉

庫
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

５
点
目
、
東
通
発
電

所
と
サ
イ
ク
ル
施
設
の

同
時
発
災
の
想
定
は
本

職
も
認
識
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

際
、
泊
陸
奥
横
浜
停
車

場
線
が
避
難
道
路
と
し

て
重
要
路
線
で
あ
る
こ

と
も
承
知
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

隣
接
の
横
浜
町
、
東

通
村
に
お
い
て
も
、
当

該
道
路
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
当
村
と
同
様
に

非
常
に
重
要
な
路
線
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同

県
道
の
重
要
性
を
訴
え

る
声
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
25
年
５
月
に
「
県

道
泊
陸
奥
横
浜
停
車
場

線
整
備
促
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
以
降
、
毎

年
度
要
望
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
青
森
県

へ
村
の
意
向
を
強
く
訴

え
る
べ
く
、
平
成
31
年

２
月
に
六
ヶ
所
村
議
会

議
長
、
産
業
建
設
常
任

委
員
長
、
む
つ
小
川
原

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別

委
員
長
と
と
も
に
、
青

森
県
へ
「
県
道
泊
陸
奥

横
浜
停
車
場
線
」
の
ほ

か
５
路
線
に
つ
い
て
要

望
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

本
年
12
月
に
は
、
内

閣
府
が
示
し
た
「
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
型
巨

大
地
震
モ
デ
ル
」
を
基

に
、

浸

水

区

域

な

ど

に

つ

い

て
、

詳

細

な

検
討
を
青
森
県
が
行
う

と
伺
っ
て
お
り
、
村
と

し
て
は
そ
の
検
討
結
果

に
基
づ
き
、
関
係
す
る

防
災
計
画
等
の
見
直
し

の
ほ
か
、
緊
急
時
避
難

道
路
の
必
要
性
も
一
層

高
ま
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
議

会
と
共
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

６
点
目
、
六
ヶ
所
消

防
署
は
サ
イ
ク
ル
施
設

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
所
在
し
、

原
子
力
災
害
時
に
は
消

防
機
能
を
喪
失
し
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
施
設
の

移
転
に
つ
い
て
は
検
討

を
行
う
べ
き
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
具
体

的
な
移
転
時
期
や
場
所

に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　

７
点
目
、
避
難
計
画

の
策
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
２
年
度
中
を

目
途
に
作
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、

関
係
機
関
と
の
協
議
に

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
も

の
の
、
当
該
計
画
が
村

民
の
安
全
安
心
に
関
わ

る
非
常
に
重
要
な
計
画

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

再
処
理
施
設
竣
工
時
期

を
見
据
え
な
が
ら
、
計

画
策
定
を
鋭
意
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま

し
て
も
、
村
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
本

職
の
最
大
の
使
命
で
あ

り
、
サ
イ
ク
ル
施
設
や

東
通
原
子
力
発
電
所
の

避
難
に
は
、
地
震
津
波

災
害
と
の
複
合
災
害
の

想
定
も
払
拭
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

原
子
力
災
害
時
の
避
難

計
画
策
定
に
当
た
っ
て

は
視
点
を
新
た
に
検
討

を
加
え
、
道
路
整
備
を

始
め
と
す
る
課
題
に
は

要
望
活
動
を
強
化
し
取

り
組
ん
で
参
る
。

再
処
理
施
設
に
お
け
る
避
難
の
基
本
的
な
考
え
方

※
Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
は

予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域

（
段
階
的
に
屋
内
退
避
や
避
難
な
ど
を
行
う
区
域
）

付
託
案
件
（
陳
情
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
経
済
対

策
及
び
経
営
支
援
に
関

す
る
緊
急
要
望
に
つ
い

て
　

村
商
工
会
か
ら
次
の

３
つ
の
項
目
に
つ
い
て

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

（
１
）
消
費
拡
大
の
た
め

ふ
る
さ
と
商
品
券
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
50
％
と
す

る
た
め
の
財
政
措
置
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

（
２
）
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
資
金
繰

り
支
援
と
し
て
、
国
が

行
う
特
別
貸
付
金
へ
の

利
息
補
給
の
た
め
の
財

政
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

（
３
）
今
後
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
る
長
期
的

な
支
援
策
の
検
討
に
つ

い
て
適
切
な
対
応
と
情

報
共
有
を
図
ら
れ
た
い
。

[

委
員
会
の
判
断]

　

（
１
）
～
（
３
）
ま
で

の
村
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
確
認
し
、

　

（
１
）
に
つ
い
て
は
村

が
独
自
で
行
っ
て
い
る

生
活
支
援
給
付
金
事
業

（
村
民
一
人
あ
た
り
５
万

円
支
給
）
が
相
当
の
効

果
が
あ
る
も
の
と
し
て

不
採
択
。

　

（
２
）
及
び
（
３
）
に

つ
い
て
、
村
と
し
て
既

に
対
応
済
み
若
し
く
は

対
応
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
か
ら
も
採
択
と
し

た
。報

告
案
件

①
公
立
野
辺
地
病
院
の

地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
に
つ
い
て

[

総
務
課
説
明]

　

公
立
野
辺
地
病
院
を

現
在
管
理
し
て
い
る
北

部
上
北
広
域
事
務
組
合

か
ら
切
り
離
し
、
独
自

の
権
限
を
有
す
る
管
理

者
を
設
置
し
合
理
的
、

能
率
的
な
経
営
を
確
保

す
る
も
の
で
、
令
和
２

年
７
月
か
ら
実
施
す
る

旨
を
説
明
。

 

［
委
員
意
見
］

◆
病
院
で
働
い
て
い
る

職
員
の
理
解
を
得
ら
れ

る
経
営
と
な
る
よ
う
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て

[

政
策
推
進
課
・
総
務

課
説
明]

　

村
民
に
一
律
５
万
円

を
支
給
す
る
生
活
支
援

給
付
金
は
６
月
９
日
時

点
で
給
付
率
が
80
％
以

上
で
あ
る
こ
と
や
、
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る

事
業
支
援
に
つ
い
て
も

給
付
を
開
始
し
て
い
る

旨
を
説
明
。

③
Ｆ
ー
16
模
擬
弾
落
下

事
故
に
つ
い
て

[

原
子
力
対
策
課
説
明]

　

昨
年
11
月
に
本
村
で

発
生
し
た
模
擬
弾
落
下

事
故
の
原
因
、
再
発
防

止
策
な
ど
米
軍
の
対
応

状
況
に
つ
い
て
説
明
。

[

委
員
意
見]

◆
訓
練
再
開
後
に
尾
駮

地
区
周
辺
を
飛
行
し
て

い
る
状
況
が
見
受
け
ら

れ
、
サ
イ
ク
ル
施
設
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
訓
練

区
域
を
遵
守
す
る
よ
う

強
く
申
し
入
れ
す
る
べ

き
で
あ
る
。

④
防
衛
省
に
対
す
る
要

望
活
動
に
つ
い
て

[

原
子
力
対
策
課
説
明]

　

昨
年
11
月
に
本
村
で

発
生
し
た
模
擬
弾
落
下

事
故
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
の
要
望
項
目
の
中
に
、

模
擬
弾
の
早
期
発
見
、

回
収
を
盛
り
込
む
旨
を

説
明
。

[

委
員
意
見]

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
件
が
あ
る

た
め
、
実
施
の
可
否
や

時
期
に
つ
い
て
は
慎
重

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

付
託
案
件
（
請
願
）

農
業
経
営
効
率
化
及
び

健
康
保
持
の
た
め
に
土

壌
消
毒
時
に
使
用
す
る

マ
ル
チ
購
入
費
の
助
成

方
に
つ
い
て

　

倉
内
地
域
野
菜
生
産

グ
ル
ー
プ
及
び
中
志
地

域
野
菜
生
産
グ
ル
ー
プ

か
ら
土
壌
燻
蒸
剤
の
飛

散
を
防
ぐ
マ
ル
チ
フ
ィ

ル
ム
（
被
覆
材
）
の
助

成
に
つ
い
て
請
願
書
が

提
出
さ
れ
た
。

[

委
員
会
の
判
断]

　

近
年
、
土
壌
燻
蒸
剤

の
使
用
に
よ
る
健
康
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、マ
ル
チ
フ
ィ

ル
ム
の
使
用
促
進
や
近

隣
住
民
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
採
択
と
し

た
。報

告
案
件

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て

[

農
林
水
産
課
説
明]

　

第
一
次
産
業
の
影
響

に
つ
い
て
、
今
後
の
市

場
価
格
の
推
移
や
経
営

状
況
を
注
視
し
て
い
く

旨
を
説
明
。

[

建
設
課
・
上
下
水
道

課
説
明]

　

建
設
課
か
ら
公
営
住

宅
等
使
用
料
の
減
免
及

び
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
、

上
下
水
道
課
か
ら
上
下

水
道
料
金
の
支
払
納
期

限
の
延
長
に
つ
い
て
説

明
。

②
村
内
漁
業
協
同
組
合

の
管
理
施
設
に
つ
い
て

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
（
６
月
９
日
開
催
）

付
託
案
件
１
件
及
び
報

告
案
件
４
件
に
つ
い
て

審
議

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
（
６
月
９
日
開
催
）

付
託
案
件
１
件
及
び
報

告
案
件
２
件
に
つ
い
て

審
議

委　員　会　レ　ポ　ー　ト

県道 24号

ＵＰＺ圏外へ避難

県道 25号

再処理施設

国道 338 号

再処理施設から半径 5ｋｍ
の区域（ＵＰＺ※）



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 53 号（14）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（15）第 53 号

委 員 会 レ ポ ー ト

　

「
六
ヶ
所
村
水
産
物
荷

捌
・
加
工
等
施
設
」
及

び
「
六
ヶ
所
村
種
苗
供

給
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
現
地
調

査
を
実
施
。

[

委
員
意
見]

◆
施
設
の
老
朽
化
が
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
改

修
を
行
い
事
業
の
効
率

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

付
託
案
件
（
陳
情
）

①
看
護
師
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最

賃
の
新
設
を
求
め
る
陳

情②
介
護
従
事
者
の
全
国

を
適
用
地
域
と
し
た
特

定
最
賃
の
新
設
を
求
め

る
陳
情

　

看
護
師
及
び
介
護
従

事
者
の
賃
金
の
底
上
げ

な
ど
処
遇
の
改
善
を
図

る
こ
と
な
ど
の
意
見
書

を
国
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 [

委
員
会
の
判
断]

　

看
護
師
な
ど
の
処
遇

改
善
は
国
会
で
議
論
さ

れ
、
国
の
今
後
の
政
策

を
見
極
め
た
う
え
で
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
段
階
で
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
は
時
期
尚

早
で
あ
る
た
め
不
採
択

と
し
た
。

報
告
案
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

［
健
康
課
説
明]

　

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の

配
布
状
況
に
つ
い
て
説

明
。

［
子
ど
も
支
援
課
説
明
］

　

こ
ど
も
園
・
保
育
所

の
健
康
管
理
に
関
す
る

対
応
状
況
に
つ
い
て
説

明
。

［
学
務
課
説
明
］

　

村
内
の
学
校
に
お
い

て
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
方
針
に
つ

い
て
説
明
。

［
社
会
教
育
課
説
明
］

　

総
合
体
育
館
を
は
じ

め
と
す
る
各
施
設
に
お

い
て
利
用
者
を
制
限
す

る
な
ど
条
件
付
き
で
運

営
し
て
い
る
旨
を
説
明
。

 [

委
員
意
見]

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、

手
洗
い
う
が
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
が
生
活
に
浸

透
し
、
他
の
感
染
症
の

予
防
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
も
感

染
防
止
策
の
徹
底
し
て

図
も
ら
い
た
い
。

◆
放
課
後
教
室
に
使
用

で
き
る
児
童
館
の
整
備

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ

る
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
海
外

体
験
学
習
が
中
止
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
別
の

施
策
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

◆
自
治
会
へ
配
布
し
て

い
る
次
亜
塩
素
酸
水
が
、

住
民
に
配
布
し
た
り
、

備
蓄
し
た
り
自
治
会
単

位
で
対
応
が
違
う
の
で
、

対
応
を
統
一
す
る
よ
う

指
導
す
る
べ
き
で
あ
る
。

①
日
本
原
燃
株
式
会
社

再
処
理
工
場
の
新
規
制

基
準
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

　

去
る
５
月
13
日
に
原

子
力
規
制
委
員
会
に
お

い
て
再
処
理
事
業
変
更

許
可
申
請
書
に
関
す
る

審
査
書
案
が
了
承
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
原
燃
の
対

応
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

 ［
委
員
意
見
］

◆
２
０
２
１
年
上
期
の

竣
工
は
厳
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
残
さ
れ

て
い
る
安
全
対
策
工
事

は
し
っ
か
り
と
行
う
べ

き
で
あ
る
。
◆
竣
工
に

向
け
、、安
全
対
策
工
事
、

設
備
の
機
能
確
認
等
の

他
、
万
一
に
備
え
た
社

員
へ
の
安
全
教
育
の
徹

底
を
図
り
、
世
界
一
安

全
な
サ
イ
ク
ル
施
設
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
株
式
会
社
フ
ロ
ー
リ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
撤
退

に
伴
う
村
の
対
応
に
つ

い
て

［
政
策
推
進
課
説
明
］

　

株
式
会
社
フ
ロ
ー
リ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
が
本

年
６
月
末
で
撤
退
す
る

と
の
申
し
入
れ
を
受
け
、

雇
用
の
維
持
・
継
続
の

た
め
、
当
該
土
地
を
購

入
し
、
建
物
は
無
償
譲

渡
を
受
け
る
こ
と
に
し

た
。

●
売
買
価
格

　

３
億
９
千
５
百
万
円

●
取
得
面
積

　

約
４
万
８
千
平
方

メ
ー
ト
ル

●
契
約
の
相
手
方

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社

※
八
戸
中
央
青
果
株
式

会
社
が
新
た
に
設
立
す

る
会
社
が
、
事
業
を
承

継
す
る
。

 ［
委
員
意
見
］

◆
事
業
者
の
撤
退
を
受

け
、
村
が
土
地
を
買
い

上
げ
る
よ
う
な
事
態
が

今
後
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
企
業
に
も

30
年
40
年
と
長
く
い
て

も
ら
え
る
よ
う
村
も
協

力
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

③
関
係
機
関
に
対
す
る

要
望
に
つ
い
て

［
政
策
推
進
課
説
明
］

　

新
む
つ
小
川
原
株
式

会
社
及
び
電
気
事
業
連

合
会
に
対
す
る
要
望
活

動
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
み
て

判
断
す
る
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

（
６
月
１
０
日
開
催
）

付
託
案
件
２
件
及
び
報

告
案
件
１
件
に
つ
い
て

審
議

む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

（
６
月
10
日
開
催
）

日
本
原
燃
㈱
を
参
考
人

と
し
て
招
致

請 願 ・ 陳 情 と は ？

請　願

　憲法第１６条で認めれた国民の権利の一つで、国又は地方公共団体の

機関に対し、文書により希望などを申し述べるものです。

　請願書を提出する場合は地方自治法の規定により、一人以上の議員の

紹介が必要となります。

陳　情

　請願のような憲法などの法的に保障された権利ではないものの、国又
は地方公共団体の機関に対し、実情を訴え、適切な措置を要望すること
です。
　請願と違い、紹介議員は不要です。
※「請願」と「陳情」は要望を述べる点では趣旨は同じで、大きな違い
は紹介議員があるかないかということです。

請願・
陳情の処理 提出された請願・陳情は次の通り処理されます。

審議結果の通知
・請願・陳情の提出者へ審議結果を通知

・請願は採択された場合は関係執行機関へ送付

本会議で採決
・所管の委員会の委員長から委員会の審議結果について報告を受け採決

所管の委員会で審議
・採択・不採択・継続審査を決定

請  願 陳  情

議会運営委員会で取り扱いを協議
・請願の場合：付託先の委員会の決定

・陳情の場合：付託先の委員会の決定または議員への資料配布

資
料
配
布
の
場
合



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 53 号（16）

　議会を監視するのは『あなた』です。６月定例会の傍聴人は３６人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？
　傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？

令和２年第４回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９ 月 ４ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 ９ 月 ５ 日 （土） 休 日 休 会

第３日目 ９ 月 ６ 日 （日） 休 日 休 会

第４日目 ９ 月 ７ 日 （月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ９ 月 ８ 日 （火） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※ 1

第６日目 ９ 月 ９ 日 （水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※ 1

第７日目 ９ 月 １０ 日 （木） 本会議（午前 10 時） 決算審議・議案審議

第８日目 ９ 月 １１ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HP でお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

…
…
編
集
後
記
…
…

　

夏
の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ
る
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
（
通
称
：
夏
の
甲
子
園
）

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
野
球
の
み
な
ら
ず
、
高
校
総
体
、

中
体
連
な
ど
も
中
止
と
な
り
、
大
会
の
た

め
に
日
々
努
力
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の

心
情
を
思
う
と
や
る
せ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼

さ
せ
て
か
ら
半
年
以
上
が
経
っ
た
今
日
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
３
密
の
回
避
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
定
着
し

て
き
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
行
う
と

と
も
に
、
一
刻
も
早
い
治
療
薬
や
ワ
ク
チ

ン
の
早
期
実
用
化
を
切
望
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

結
び
に
、
お
盆
も
終
わ
り
秋
に
向
け
暑

さ
も
緩
み
ま
す
が
、
体
調
管
理
に
は
十
分

に
留
意
さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

橋　

本　
　
　

竜

附　

田　

角　

栄

小　

泉　

靖　

美

髙　

田　

博　

光

寺　

下　

和　

光

令和２年第３回臨時会

　去る７月２２日 (水 ) に臨時議会が開催されました。
　本会議には、泊小中学校併置化事業に伴う「泊小中学校グラウンド等改修工事」に係る契約案件など、議案７
件が上程され、いずれも全会一致で原案どおり可決されました。

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第７０号 令和２年度六ヶ所村一般会計補正予算（第４号）

原案可決 7月 22 日

議案第７１号 泊小学校グラウンド等改修工事請負契約の締結について

議案第７２号 （仮称）室ノ久保集会所建設工事請負契約の締結について

議案第７３号 ロータリ除雪車購入契約の締結について

議案第７４号 酪農振興センター農業用機械購入 ( トラクター ) 契約の締結について

議案第７５号 消防ポンプ自動車購入契約の締結について

議案第７６号 泊診療所医療機器購入契約の締結について


